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1・　i／・1；・パ…　　　　　　　　　はじめに

　拙稿〔9〕において，ヘドニック・アプローチについて紹介・検討をほど

こしたが，物価指数理論と品質理論との経済理論的接合が不完全であった。

もう少し詳しく述べると，消費者物価指数（CPDにおいては，製品分化に

よる品質変化の取り扱いについては，Lancaster〔11〕一〔15〕の「新しい消費

者理論」を援用し，実際には回帰分析によってヘドニック価格指数をえると

いう方法が，Grilliches〔4〕〔5〕らによって考案されている。しかし，こ

の「新しい消費者理論」（品質理論）と物価指数の経済理論との理論的整合

性が探究されていなかった。

　本稿はこの点を補完し，物価指数の経済理論をより堅固なものとすること

を目指す。

1．新しい消費者理論（「家計の生産」理論）

§1単純モデルと2段階モデル

　本章では，消費活動陀窒酒て賊が諸特性に分解されるとして）1消費者均衡

理論vt新接近法を提示続頭頃ste・の噺しい消費者理論」を簡単に述
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ぺる1）。

　Lancasterは，財の・もつ「特性」（hedonic）が効用を生みだすと考えた。

言い換えれば，特性とは，消費者が直接に効用を感じるところの消費活動の

究極的な目的物である。財はいろいろな性質をもつが，これには主観的なも

の（個人によって異なるもの）と普遍的かつ客観的なもの（諸個人の主観に

よって異なることがないもの）とがある。オレンジを例にとれば，主観的性

質とは「うまさ」，「甘さ」などであり，客観的性質とはオレンジに含まれる

「ビタミソC」などをさす。Lancasterは，財の主観的性質とは消費者の選

好と財の客観的性質の混合からなり，主観的性質は，消費者の選好を分離す

れば，客観的性質にまで分解できると考える。そして，消費者は客観的性質

について完全情報を有し，消費者の選択において考慮される財の客観的性質

を「特性」とよび，この特性の組合せが「品質」を形成すると考える。

　財それ自体は消費者に対して何ら効用を与えず，財はいろいろな特性から

構成され，その特性が効用を与えるという前提から，Lancasterは消費活動

によって特性をえるための消費技術を想定した。

　いま，rg　le番目の消費活動の水準をWkとし，その1単位の水準の活動に

は第グ財がαぴだけ必要であるとすると，r個の全消費活動には第ノ財は，

　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　・幼＝、恩解㌧（ノニ1，2，…，n）　　　　（1）

だけ必要であるという線型関係を仮定する。

　次に，各消費活動は各種の特性を生みだすと想定したことから，1単位水

準の第le消費活動からえられるes　i特性の量をb∫feで表わすと，全消費活

動では

　　　ア
yゴ＝Σ　b，，z〃々　　（ゴ＝1，2㌍・・，1）

　　兎＝1

（2）

だけの各特性の量がえられるという線型関係を仮定する2）。

　消費者は，特性の量yのうえに選好関係を有し，それはu＝u（Yi，　y2，…，
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yi）と表現される3）。このとき，第元財の価格を套とし，　P＝（P、，　P2，…，　Pn），

そして所得をmで表わすと，消費者の合理的行動は，（1），（2）式と所得制

約Px≦mのもとで，　u＝u（y1，’y2，…，　yt）を最大にすることである。

　また，（1），（2）において，財xと特性yとの関係を消費活動wで媒介さ

せているのは，結合財は別個の財に属する特性とは異なる特性をもつかもし

れないためである。すなわち，多数の財を一緒に消費すると，各財を別々に

消費したときとは異なる特性が生みだされるかもしれないからである。しか

し，分析を簡単にするため，財xと特性yとを直接に結びつけ，第ノ財を1

単位消費したとき，第i特性がZi」・だけえられるとし，次の線型関係を想定

する。

　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　yi＝ΣZijXj　　（i・－1，2，…，1）　　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　　」＝1

Zi＝：（Zlj，　Z田，
”㍉ 　ZO）は半正と仮定し，1×nの行列｛Zo｝をZと表わし，

消費技術行列とよぶ。この消費技術行列は万人共通と仮定されている。n次

元の財空間から1次元の特性空間へと（3）式を1次変換すると，

　　　　　　　　　　　　　　　y＝Zx　　　　　　　　　　　　　（4）

となる。

　よって，消費者の合理的行動は，次のように定式化される。（simple　or

basic・　rmodeli＝単純モデル〉

　　　　　　　　　鞠当　⑤

（5）式ρ制約を満たすyの集合m＝｛yly＝　Zx，　Px≦m，　x≧0｝を特性の可能

領域とよび，有限かつ閉凸集合である。図1において，A、24aA4の折線を有

効フロゾティ⑦懇蕊い，1遮で表わす。．ここでは，’消費者は二つの選択に直

面している。つまりジ消費者の合理的行動（5）は，次の・2段階に分解ぎれる6
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　　　　　、0　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　・yl　’・

Tr　　　　　ト’一　　　　　　　　　　図　1　　　　　　　　　　　　，

（two・stage　model＝2段階モデル）

　第1段階：T定の所得のもとで最大限達成可能な特性の組合せである「有

　　　㌔効フロ1ソティア（特性フロンティア）」を求める。’・これは有効フ

　　　　　ロンティアの各点で購入される財を決定することであり，有効フ

　　　　　ロンティアに達しないような財の組合せは除外するものである。

　　　　　所得¢）相遠を別にすればポ消費技術Zと価格ヵによって決定さ

　　　　　れる臥共通の客観的な選択であることから，Lancasterは「有

　　　　　効性選択」（eMciency　Choice）とよぶ4）。

　第2段階：有効フロンティアの点のうちで効用最大を与える点を選択する

　　　　　ことである。

ぞKに含まれる任意の点をyトとすると，ト有効性選択，個人的選択はそれぞ

れ痴次の‘6），迫のの最適問題で示される。　　　．、、　　　　　tt、　tL’
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mm　Px
ズ

subject　to

max・U（y）
y

subject　to

Bx≧；，　x≧0

y∈K

（6）

（7）

（7）式の解y＊が求まれば，y＊を最小費用で達成するκは（6）式から求めら

れる。

　最適消費点y＊は，Kの面にある場合，辺にある場合，頂点と一致する場

合の三つの場合がある。Kの面とは，　t個の端点の強い凸1次結合で表わさ

れるKの点の集合であり，図1のように最適点y＊が面上にあれば，ちょ

うど1個の財が購入される。Kの辺とは，γ（＜1）個の端点の強い凸1次

結合として表わせるが，それより多い個数の端点の強い凸1次結合としては

表わされないKの点の集合をさす。そして最適点が大きさrの辺上にあれ

ば，r個の財が購入される。最適点が頂点に一致すれば，ただ一つの財しか

購入されない。図2においては，第3財のみが購入される。

　図1の辺ノ13／14における特性の計算価格を（d，）sc，（d，）suで表わすと，直

線A3A4は（d，）34y、＋（d，）34y2＝mとして与えられる。したがって，辺A，ノL

上の最適点y＊では，特性の限界代替率Ul（y＊）！u2（y＊）は特性の計算価格比

（d，）34／（d，）34に等しい。一般に，需要関数は特性の計算価格と所得の関数で

表わされる。

　　　　　　yi＝SS∫（d，，　d，，…，　d，，　m）　　（i＝1，2，…，1）　　　　（8）

なお，特性の計算価格diは，第i特性を微小量増加させるのに要する支出

額の増分を意味する。

　また，y＊は価格p，所得m，消費技術Zの関数であるから，特性に対す

る需要関数は次式で表わすこともできる。

　　　　　　　　夕i＝yi（1う，　m，　Z）　　　　（i＝1，2，　…　，　1）　　　　　　　　　　　（9）

　図2のように最適点が頂点kと一致する場合，限界代替率は辺A，．A，，の

計算価格比以上で，A■41iの計算価格比以下であることからう最適条件は不
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　　　　　　　　　　　　　　　　図　2

等式で示され，任意の財の価格の微小変化は購入される財に影響を及ぼさな

い。：　　　　一　　　　　　　　　　　’　　・　　　　’　　　，．　，　　　　1

　次に，2段階モデルにおける消費者め合理的行動は以下の’ように定義され

る轟：ぷ㌦、　・ソ＿．，・t・tt＿10　．　ttl　i一パー　・冷∴。一，　．1▽

　max’％（y）

　　ゆ
・s－subject　to’1ツ＝BzO　　。、

加≦徹．

”．2’（10）5）

　第元消費活動を1単位で行なうの、に必要な費用π∫は，Σp，ar」である。全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
所得を第ノ活動に使うと〃2佑の水準の活動が行なえ，その結果（吋π5）・W」

だけの特性がえられる。これを全消費活動にづいて求めジそ海らの凸1次結

合を求めれ憾，特性の有効フ・Pンティ7がえられる。そのフロシテイアの中

　40　　　　　　　　　　　　－6一
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から効用最大を与える点をみつけるのが消費者の合理的行動である。

　したがって，2段階モデルの分析は，前述したように財を消費活動で置き

換え，財の価格を1単位の活動水準の費用で置き換えれぽ，単純モデルと同

様に行なうことができる。’

§2代替効果とリヴィールド・プリファレンス

　本節では，価格変化が有効フロンティアとそれに対応する財の組合せに及

ぼす効果を考える。

　消費者の合理的行動（5）の解x＊によってえられる特性の量夕＊’C＝　Zx＊）を

達成する財のうちで，所得制約と非負条件を満たすものは，次の最適問題の

解と一致する。

　　　　　　　　　　　鑑㌘｝　⑰

　価格がp＊からが＊へと変化したとき，依然としてy＊が有効フロンティ

ァ上にあれば，新しい財の組合せは次の最適問題の解である。

　　　　　　　　　　　隠㌻｝　（・2）

（11），（12）式において，y＊が同じだから，線型計画の基礎理論より，次式

がえられる。

　　　　　　　　　　　　　P＊＊x＊≧P＊＊x＊＊　　　　　　　　　　　（13）

　　　　　　　　　　　　　　　ク＊x＊＊≧」ウ＊x＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）

6p＊＊x＊＊＝p＊＊x＊となるようなδを選べば，（13）式よりδ≧1，また（14）式

より，　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　て　＾：了二助夢κ＊＊≧嶽）＊κ室＊≧カ＊x＊　　　　　　’　　　　　　　・　　　‘（15）

をえる。ここで，が＝’P，・が緯坑パ≒客，δx＊＊＝〆と置き換えるとL・・Z

一 膏一　　　　　　　　　　　犠



　　　　　tt　　　　　　　，　　！：tt　　　　　　　力塚’＝』ウ’」κ　’．　　tt　，　　　　　　　・　　　一、　　　〈16）

1一己　　・　　　　　／，’，　〆’t　　　・　　　’　1・；力寝’≧P此・1’　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　．（17）

となり，リヴィールド・プリファレンスの弱公理を満たす。（17）式に（16）式

を加えると，一般的な代替効果（グーp）（x’一κ）≦0をえる。また，第∫財

の価格だけが変化するとすれぽ，AP」・　AX」≦0となる。この代替効果は特性

の構成比の変化にかかわりなく生じるものであり，「有効性代替効果」とよ

ばれ，客観的かつ普遍的な性質をもつ。すなわち，選好と所得の両方から独

立である。この他に，個人の選好の凸性に基づく「個人的代替効果」があ

る。個人的代替効果とは，有効フロンティアを構成する財を固定して価格変

化の前と同じ効用水準を達成するように所得が補償されるとき，価格変化が

需要に及ぼす影響である。

　以上のことを3財2特性の場合について説明しよう。図3において，価格

変化以前の特性の有効フロソティアは折線A、A■4，であり，最適点はBに
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よって表わされている。第2財の価格が上昇し，A2からA2’へ移動したと

すると，有効フロンティアは線分A，A，となり，最適点はEに移る。最適

点BからEへの移動が，価格変化が需要に及ぼす全部効果である。この全

部効果は，代替効果（B→C）と所得効果（C→E）とに分解できる。さら

に，代替効果は，購入財を第2財，第3財に固定している個人的代替効果

（B→D）とDにおいて購入財を第2財，第3財から第1財，第3財へ変換

する有効性代替効果，そして購入財を第1財，第3財に固定している個人的

代替効果（D→C）の三つに分解できる。　　　　　　　　1

2．財貨アプローチ

　本章以下では，1章で述べた財のもつ品質を考慮しながら，市場での財貨

の入手可能性の変化とその価格変化が家計の厚生に及ぼす影響を測定するた

め，生計費（物価）指数の理論を発展させていく。

　一般に，物価指数は，二つの価格体系のもとで，ある特定の無差別曲線を

達成する支出の比

・（P…P・…R）一皇農：遣｝ （18）

として表わせる。このとき，物価指数は価格体系pa，　P6にだけ依存するの

ではなく，無差別マップや，選好順序Rの選択とその無差別マップからえ

られる基本無差別曲線の選択にも依存している。Pollak〔21〕〔22〕〔23〕は

16種類の物価指数が考えられることを明らかにしているが，これらの指数

も一般論と同様，家計の選好順序に依存し，ある特定の無差別曲線を達成す

るのに必要な支出の2組の制約のもとでの比較ということから，相互に強い

類似性を有する。

　この選好が定義される空間をPollakは，財貨空間と特性空間に区別し，

財貨空間上に選好を定義する接近法を財貨アブPt一チ，そして特性，Z一財貨の

　　　　　　　　　　　　　　一91－　　　　　　　　　　　　　43



両空間上に選好を定義する接近法を特性アプローチと名づけている。’，

　本章では，財貨アブ／P　一チにおける正確な指数一相対価格と財の入手可

能性の変化に応じて生ずる家計の代替能力を完全に考慮した指数一につい

て考察する。

§1　伝統的理論の枠組

　いま，財ベクトルをX，家計の選好順序をR，それに対応する効用関数

をσ（X）とする。このとき，物価指数はある特定の基本無差別曲線に達す

ることを必要条件とする支出の2時点間比較として表わされる。

　　　　　　　　・（Pα，Pb，　X°，　R）器舗鴇　　（・9）

ただし，Eは支出関数，　paは比較時価格，、Pbは基準時価格，そしてX°は

消費者のもつ無差別マップあるいは選好順序Rから特定化された基本無差

別曲線を意味する。この伝統的理論の枠組においては，購入される財貨自身

に効用があるとされている。

§2　家計の生産理論の枠組

家計の生産とは財貨（goods）を投入し，効用をもっ財（commodities）を生

産する過程のことである。たとえば，映画鑑賞という消費行動を考えてみよ

う。伝統的理論の枠組では映画のチケットそのものに効用があるとしている

が，「家計の生産」理論の枠組では映画の鑑賞自体に効用があるとし，チケ

ットや映画館へ行くための交通費などはその投入物であると考える。チケッ

ト，交通費などは間接的に効用に影響を及ぼすことから，これらの効用は派

生効用とよばれ，その需要は派生需要とよばれている。

　いま，派生効用を生みだすn個の財貨があり，これをY＝（y、，y2，…，

yn）とし，．　m個の財をX＝（x、，κ2，…，κm）とする。選好順序Rは財x上

に定義され，対応する効用関数をV（X）で表わす。、このとき，家計の生産

　44　　　　　　　　　　　　　　－10一
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技術をZで表わすと，財貨集合Yから財集合Xが生産可能であれば，

（X，Y）∈Zが成立する。そして，分析の便宜上，規模に関して収穫一定，

および非結合生産を仮定する。（X，Y）∈Zが成立しないならば，この仮定

は満足されなくなる6）。

　財把Xを生産するときの最小費用を示す財費用関数は，生産技術Zを媒

介として

c（

《㌶諜漂z｝ （20）

と定義される。そして，支出関数E（P，X°，　R，　Z）は，財空間上の無差別

曲線X°に達するための最小支出であるから，

　　　　　　　E（P，X°，　R，　Z）＝min　C（P，　X：Zsubject　to　　XRxo　）｝　（・・）

と書き表わせる。

　このとき，2時点間の家計の生産技術が変化しないときの物価指数（不変

技術物価指数）は，上述の支出関数の2時点間の比較として，

i（P・，・P…X・，R，Z）一諮1羅多｝ （22）

と定義される。

　ここで，財に対する選好順序と家計技術は，投入財空間における選好順序

を暗黙のうちに特定化していることに注意を要する。財選好順序をR，投

入財選好順序をR＊とすれば，（X，Y）∈Zと（X，　Y）∈Zとが条件づけ

られる。このとき，すべてのXに対し，XRXが成り立つようなXが存

在するならば，YR＊Y：が成立する。すなわち，家計の生産した財の最良の

集合から投入財選好順序を推定できることを意味する7）。

　次に，2時点間で家計技術が変化するとき，物価指数は

　　　　　　　　　　　　　　　一狙一　　　　　　　　　　　　　　45



・（pa，　P？，　X“，、　R，　za，　Zb）一
鍛姜；：il｛ltlll］

（23）

と定義される。このとき，産出される財に対する選好は不変であるにもかか

わらず，投入財選好順序は変化する。

3．特性アプローチ

　本章では，家計の選好が財の特性と数量とに依存しているという意味にお

いて，特性アブローチをrH特性モデル」とrL特性モデル」に特定化し，

正確な指数を求めていく6H特性モデルとは，　Houthakker〔6〕〔7〕〔8〕

の特性モデルであり，各財把の中から1種類の財貨のみを消費するというモ

デルである。L特性モデルは1章で説明したLancasterの線型かつ加法的

な特性モデルのことである8）。

　また，両特性アプローチは購入される財貨を，「連続的」なものと「離散

的」なものに区分する。連続的な財貨とはあらゆる時点ですべての財貨が入

手可能であることを意味し，離散的な財貨とは新しい財貨が市場に出現する

とか，古い財貨が市場から消えていくことを考慮にいれている。
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§1　伝統的理論の枠組

1．L特性モデル

家計のi番目の特性の総消費量yiは，第1章で述べtgように

　　　ア
yi＝　Z　bikW，　　（i・＝1，2，…，1）

　　k＝1

と表わせる。このとき，家計の選好順序RLは1次元の特性空間において定

義づけられる。そして，L特性支出関数は特性をえる基準無差別曲線yOに

達する最小費用として
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物価指数における品質の理論的取り扱いについて（石原）

　　　　　　　　　　　アEL（P，　y°，　RL）＝minΣ　PS、Xk　　　　　　　　　　　　　　たニユsubject　to　yR　LyO　　（yi一Σbi，w々）｝

（24）

と定義される。よって，L特性物価指数は，　L特性支出関数の2時点間の

比較として

　　　　　　　　・L（pa・P・・…昨器：圭；：碧　　（25）

と定義される。

　また，L特性費用関数は特性ベクトルyをえるための最小費用を意味す

るから

　　　　　　　　　CL（㌶意n瓢≧．i｝　　（26）

と表わせる。線型性と加法性の仮定より，このL特性費用関数は特性につ

いて部分的線型性および部分的1次同次性の性質をもつ。よって，この費用

関数は特性空間上のいかなるところでも微分可能というわけではない。

　L特性物価指数は，このL特性費用関数によって

　　　　　　　　　・・（P・・P・・yo，　RL）＝篭eL（：3　　（27）

と書き改められる。ただし，y°a，　yObは価格体系pa，　Pbのもとで最小費用

で無差別曲線y°に達する特性の集合である。

　支出関数はその定義上，選好順序Rをパラメータに含んでいるため費用

関数に比べて推定が困難である。

　ある財グループにおいて，任意の財のもつ特性がそのグループ外の任意の

財からえることができないとき，この特性は「非重複特性」とよばれる。あ

る特定の財グループが非重複特性をもち，家計の選好が他のグループに対し

て分離可能であれば，この財グループの部分指数は他のグループの財から独

立である。しかし，この2条件が満足されないとき，すなわち特性が重複

　　　　　　　　　　　　　　　一・1’3－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47



しわ選好が分離不可能ならぱ町指麺このグルーズ外の財に鮪す

ることになるe．

　II．　H特性モデル

　第i番目の財クラスの第ノ番目の財をκo，この財のもつ特性ベクトルを

yi」　＝（yo、，　yi」2，…，　yi」N）で表わす。また，財クラスiの関連ある財の数量

をXi＊，その単位特性ベクトルをyi＊で表わす。このモデルにおける家計の

選好順序RHは，空間（y＊，　X＊）＝［（y、＊，　X、＊），（y2＊，κ2＊），…，（yl＊，κ1＊）］

上に定義される。

　H特性支出関数は，基本無差別曲線（y＊°，X＊°）に達する最小費用として

t　nu
　　　　　　EH［P，（y＊0，　X＊0），　RH］＝minΣΣ力顕％欲　　　　　　　　　　　　　　ロエエたニ　subject　to　（y＊，　X＊）RH（y＊o，　X＊o）｝（28）

と定義される。離散的財の場合にはゴの値は整数になるが，連続的財の場合

にはiは整数値をとらない。よって，この支出関数の定義は離散的財の場合

の定義である9）。

　このとき，H特性物価指数は，この支出関数の2時点間比較として定義

されるから

・H［pa，　Pb，（γ＊°，　x＊°），昨鍵審lll姜；欄’（29）

と表わされる6

　また，H特性費用関数は消費パターン（y＊9，　X＊o）を獲得するための最小

費用であるから

t　nti

　　　　　㍑㌶；≡翼竃ノー）一（3・）

∵：”t∵ニヨ　　．シ　　　’、　　・　　　．　　，　：’　　・lLt．．
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　　　　　　　　　　　物価指数における品質の理論的取り扱いについて（石原）

と書き表わせる。連続的財ならば，任意に特定化された特性単位ベクトル

y＊oに対応する財を消費者は購入できる。他方，離散的財の場合，単位特性

ベクトルy＊oを確実にえられるような入手可能な財を購入することは偶然で

しかありえないし，このときH特性費用関数は少なくともすべての特性を

含む財のうち最も安価なものの費用を反映している。

　各財グループは異なった特性集合をもつため，H特性費用関数は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　　CH［P，（y＊°，　X＊o）］＝Σ　CH’（P，　yu＊）Xu＊　　　　（31）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　u＝1

と書き改められる10）。ただし，CH’（P，　yi＊）はyi＊に等しいか，それよりも

大きい単位特性ベクトルをもつ第i財グループに対する最小費用を表わす6

ある特性ベクトルの変化によって財グループのある関連財が，他のものに置

き換えられるとき，H特性費用関数は不連続となる。

　この特性費用関数を用いて前述の物価指数は，

・H［P・・P・・（・…X・・）・昨ε措｛6；：1：姜㌶（32）

と書き改められる。（y＊°a，X＊Oa）および（y＊Ob，　X＊Ob）は，それぞれ価格状

態・pa，　Pゐにおける最小費用で（y＊o，　X＊°）の無差別曲線に達する消費パ

ターンである。’

　部分指数については，経験的にみてH特性の方が優れている。なぜなら，

特性の重複がないからである。離散的財の場合，関連のある財の価格が僅か

に変化すれば，部分指数も僅かに変化する。しかし，関連のない財がいかに

変化しようとも，またその財が市場から消滅したとしても，その部分指数は

何ら影響を受けない。

§2家計の生産理論の枠組

1／LL特性モデルli，「J　．㍉vl㌍て，六　1’t・　・，r．・．・、一二1　’，一∵・ミ　r．バ、

家計の生産技術をZLで表わ’し；、財の集合Xが特性集合，Yか、ら生産違れ

　　　　　　　　　　　　　　一塾5’一　　　　　　　　　　　　　　　藷9



るとすると産出・投入ベクトル（X，y）は（X，　y）∈ZLを満足する。そし

て，L特性財支出関数は，　X°の無差別曲線に達することを必要とする最小

支出であるから，

　　　　　　　　＝璽；当（33）

　　　　　　　　　　　　　　　　　h＝1

と定義される。

　このとき，L特性不変技術物価指数は，上述の支出関数の2時点間比較

と定義されるから，

　　　　　触P㌧烈zり一鑑蔓：：£：芸；　（34）

と表わせる。

　II．　H特性モデル

　家計の生産技術をZHで表わすと，産出・投入ベクトルは，生産財ベクト

ルXが（y＊，X＊）から生産可能ならぽ，またそのとき限り，しY，（y＊，　X＊）］

∈ZHを満足する。このとき，　H特性支出関数は，　X°の無差別曲線に達す

るための最小支出として定義され，次式で表わされる。

t　nti

　よって，H特性不変技術物価指数は（35）式の支出関数の2時点間比較と

して

　50　　　　　　　　　　　　　　－16一
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物価指数における品質の理論的取り扱いについて（石原）

iH（pa，　Pb，　xo，　R，　ZH）一諾1：姜1：ξ：iZi”；illi

と定義される。

むすび

（36）

　財貨アプローチは財の同質性を保つため，品質が少しでも異なる財は全く

別のものとして取り扱うので財の数が膨大になる。そのため，指数作成に必

要なパラメータの数が膨大になり，その取り扱いが非常に困難である。伝統

的理論の枠組の場合，この欠点は家計の選好順序の推定を困難にし，家計の

生産理論の枠組では，家計の生産技術の推定を複雑にする11）。

　また，新商品の出現，市場における財貨の消滅などで，財貨の入手可能性

が変化するとき，このことは家計の消費行動に対する一つの制約となる。財

貨アプローチでは，入手不可能となった財の価格を無限大とし，合理的な消

費者はその財を購入しないと仮定するので，入手可能性がない場合の情報を

価格ベクトルに組み入れることは不可能となる。入手不可の財の消費を含ま

なくとも基本無差別曲線に達することができるならば物価指数は定義される

が，さもなくば財貨アブP一チにおける指数が消費者の入手可能性の変化の

影響をよりよく定義しているとは言い難い。

　財貨アプローチの欠点を補うものとして，Pollakは特性アプローチの有

効性・発展性を強調している。ただし，L特性とH特性モデル，伝統的お

よび家計の生産理論の枠組，離散的財および連続的財の分類の特定化が非常

に重要な役割を担うことはまちがいない。とくに財の分類の問題について

は，費用関数の推定において微分可能性や1次同次性を満たすために連続的

財を用い，その特別な形態として統計分析上，有効性をもつのが離散的財で

あると解釈できる。

　また，指数作成に必要な情報の入手量によっては正確な指数と限界値の特

　　　　　　　　　　　　　　　一17－　　　　　　　　　　　　　　51



定化が可能であるが，伝統的理論の枠組では家計の選好に関する情報が必要

であり，家計の生産理論の枠組ではその選好と生産技術の両方の情報が必要

となる。

　　　〔注〕

　　1）詳しくは，石原〔9〕を参照されたい。また，この理論はMuthの論文に因み，

　　　「家計の生産」（household　production）の理論ともよばれる。

　　2）　（1），（2）式で表わされる消費活動は，凡（x，y）＝0として非線型関係も仮定で

　　　きるが，いまは分析を簡単にするために，線型関係を仮定するだけにとどめてお

　　　く。非線型関係の場合については，太田誠（1978），「ヘドニック・アプローチの理

　　　論的基礎，方法および日本の乗用車価格への応用」，『季刊理論経済学1Vo1．29，

　　　No．1，4月，pp．37－38を参照のこと。

　　3）　この特性に対する選好関係も，消費計画に対する選好関係と同様に，完備律，推

　　　移律，反射律の仮定を満たす。特性の限界効用は非負となるように特性の量を測定

　　　し，非飽和と仮定される。また，u　＝u（y）はyの準凹関数で，連続かつ微分可能

　　　とする。

　　　　効用関数の変数に財の量xではなく，蛋白質やビタミンなどというより根源的

　　　な特性の量yをとり，u＝・u（y）と想定するのは，以下の理由による。　xとyの間

　　　に生産関係F（y，x）＝＝Oを想定すると，この生産活動は「家計の生産」とか「消

　　　費活動」といわれ，U（x）＝　max｛u（y）／F（y，　x）≦0｝と定義することによって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　　　u（y）とF（y，x）＝0から財に対する派生効用関数σ（x）が導きだされる。

　　　　この場合，財の質が変化するとF（y，x）も変化し，それに依存するび（x）も変

　　．化し不安定である。すなわち，σ（x）という効用関係では，品質変化は効用関数の

　　　変化（すなわち，嗜好の変化）と区別がつかなくなる。U（y）は財の質が変化して

　　　も，その関数型は変化せず，U（κ）より安定している。

　　　　他に，新商品の出現による経済現象や，消費者行動（とくに非市場活動）を明示

　　　的に分析できるという利点がある。石原〔9〕，太田〔19〕参照。

　　4）市場が競争的，すなわち，すべての消費者が同じ価格に直面している状況では，

　　　消費者全員に対する有効フロンティアの形状は同じである。そして，所得の違いは

　　　単にその代表的フロンティアのスカラー量の増加または減少としてあらわれるだけ

　　　である。

　　5）単純モデルと2段階モデルが異なるのは，（10）式のAの逆行列A’が存在しな

　　　い場合である。しかし，単純モデルも2段階モデルの特殊な場合と考えられる。

　　6）Pollak　・　WaChter〔24〕の指摘によれば，投入物として「時間」を考慮にいれ

　　　た場合におこる。たとえば，持ち家の補修を日用大工で行う場合，大工仕事に費や
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物価指数における品質の理論的取り扱いについて（石原）
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　す時間は，「居住性」という財の生産のための投入物であると同時に，それ自体楽

　．しければ，消費者に効用をもたらす。このとき，大工仕事に費やされる時間をも一

　つの財として考えることができる。すると，非結合生産ではなく，結合生産とな

　る。

7）R＊をPollakは派生選好順序とよんでいる。

8）L特性アブ’ローチは，特性を線型かつ加法的であるとしていることから，食料

　品に，そしてH特性アプローチは，1財把から1財のみを購入すると仮定してい

　るから，洗剤，歯みがき粉などの非耐久財と冷蔵庫，洗濯機などの耐久財に適用し

　やすい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カび9）　連続的財の場合は，（28）式の2番目の総和計算Σは積分計算に置き換える必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　ユ
　があるが，両者の間には文脈上さしたる違いはない。また，L特性についても同

　様である。

10）　L特性費用関数は財貨の数量および特性に関して1次同次であるが，H特性費

　用関数は財貨の数量に関しては1次同次であるものの，特性については1次同次で

　ある必要はない。つまり，H特性では消費された財貨の単位数を増加させても各

　単位当りに含まれる特性量が増加するとは限らない。PoUak〔23〕参照。

11）　家計の選好順序Rは財空間上に定義され，生産技術Zは投入される財貨に依存

　している。
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